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�4／18　町長・町議会議員
選挙 

�あいあいタクシー　予約受
付時間の変更 

�平成22年度施政方針が明
らかに 

�妊婦健診(超音波検査)　公
費負担対象者の拡大 

�5／2　春らんまんフェス
タ｢まんのう町の日｣ 

まちの動き 
〈平成22年3月1日現在〉 

  ●人口     20,193 人 
　  （前月比－23人） 
　　  男：    9,704 人 
　　  女：  10,489 人 

  ●世帯数 7,056世帯  
　  （前月比＋11世帯） 
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投
票
で
き
る
者
（
①
か
つ
②
）

① 

平
成
２
年
４
月
19
日
以
前
に
出
生
し
た
者

（
４
月
18
日
ま
で
に
年
齢
満
20
年
に
達
す
る

者
）

② 

ま
ん
の
う
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
、

平
成
22
年
１
月
12
日
か
ら
引
き
続
き
ま
ん

の
う
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
者

代
理
投
票

　

身
体
の
障
害
や
病
気
、
け
が
の
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
れ
ば
代
理
投

票
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
で
も
、
投

票
者
本
人
は
必
ず
投
票
所
ま
で
お
越
し
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
投
票
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

選
挙
期
日
当
日
に
ど
う
し
て
も
行
け

な
い
場
合
は

■
期
日
前
投
票

▽
日
時
／
４
月
14
日
（
水
）
〜
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▽
場
所
／
町
役
場
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

　

選
挙
期
日
に
次
の
よ
う
な
事
由
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、
選
挙
期
日
前
に
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

選
挙
期
日
に
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
が

あ
る
こ
と
。

② 

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用
ま
た
は

事
故
に
よ
り
、
自
分
の
投
票
区
の
区
域
以

外
に
い
る
こ
と
。

③ 
け
が
や
出
産
、
病
気
、
老
衰
な
ど
で
歩
く

の
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
。

■
不
在
者
投
票

　

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
内
で
不

在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院

ま
た
は
施
設
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
ほ
か
、
選
挙
期
日
当
日
、
出
張
や
旅

行
な
ど
で
居
住
地
に
不
在
の
方
は
４
月
14
日

（
水
）
〜
17
日
（
土
）、
滞
在
し
て
い
る
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
事
前
に
ま
ん
の
う

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
一
定

の
基
準
に
当
て
は
ま
る
者
、
ま
た
は
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要

介
護
５
」
の
者
で
あ
れ
ば
、
郵
便
な
ど
に
よ

る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め｢

郵
便
等
投
票

証
明
書｣

の
交
付
を
受
け
、
そ
の
証
明
書
を
添

え
、
４
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
ま
ん
の
う
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総

務
課
内
）　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
０

町長・町議会議員選挙

ま
ん
の
う
町
長
・
ま
ん
の
う
町
議
会
議
員
の
選
挙
期
日
は
4
月
18
日

　

平
成
22
年
４
月
22
日
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
４
月
13
日
（
火
）

に
告
示
さ
れ
、
４
月
18
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
ま
ん
の
う
町
民
の

代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
政
策
や
主
張
を
十
分
確
認
し
た
上
で
、
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

みんなで徹底しよう三ない運動
　政治家が選挙区内の人にお金や物を贈

ることは禁止されています。有権者が求め

てもいけません。

①政治家は有権者に寄附を贈らない

②有権者は政治家に寄附を求めない

③ 政治家から有権者への寄附は受け取ら

ない

　寄附禁止のルールを守り、明るい選挙を

実現しましょう。

まんのう町明るい選挙推進協議会

投票所一覧表

投票区 投票所 投票時間

第 1投票区 種子集会場

午前7時～午後8時

第 2投票区 塩田集会所

第 3投票区 長炭地区活性化センター（なごみ館）

第 4投票区 長尾会館

第 5投票区 吉野公民館（旧満濃保健センター）

第 6投票区 神野自衛消防屯所

第 7投票区 勤労青少年ホーム

第 8投票区 まんのう町役場

第 9投票区 満濃農村環境改善センター

第10投票区 羽間集会場

第11投票区 高篠ふれあいセンター

第12投票区 西高篠集会所

第13投票区 公文下自治会集会場

第14投票区 梶洲集落センター

第15投票区 まんのう町役場琴南支所

第16投票区 琴南公民館

第17投票区 琴南総合センター

第18投票区 西谷農村活性化センター

第19投票区 川奥集会場 午前7時～午後6時

第20投票区 春日公民館

午前7時～午後8時
第21投票区 帆山公民館

第22投票区 新目小国会館

第23投票区 仲南北幼稚園

どの投票所になるかは、投票日前に送付される「投票入場券」でご確認ください。



広報まんのう　2010.43

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

「
共
通
パ
ス
券
」
が
便
利
で
す

　

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
に
は
共

通
パ
ス
券
か
10
枚
つ
づ
り
の
乗
車
券
を
事
前

に
購
入
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

共
通
パ
ス
券
は
毎
月
３
０
０
０
円
で
、
あ

い
あ
い
タ
ク
シ
ー
だ
け
で
な
く
琴
参
バ
ス
（
美

合
線
と
炭
所
線
）
が
乗
り
放
題
に
な
り
ま
す
。

使
い
方
の
例
と
し
て
は
、
朝
早
い
時
間
に
琴

参
バ
ス
で
出
掛
け
、
バ
ス
の
便
が
な
い
お
昼

の
時
間
に
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
校
生
で
バ
ス
通
学
し
て
い

る
方
に
と
っ
て
は
、
定
期
券
よ
り
も
共
通
パ

ス
券
を
購
入
し
た
方
が
お
得
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
定
期
券
購
入
費
の

補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

共
通
パ
ス
券
と
乗
車
券
は
、
町
内
の
取
扱

店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
共
通
パ
ス

券
は
取
扱
店
で
申
し
込
ん
で
も
受
け
取
り
は

後
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
６

高
齢
者
見
守
り
隊

4
月
1
日
か
ら
活
動
開
始　

高
齢
者
の

安
否
確
認
を

通
じ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会

づ
く
り
を
し

よ
う
と
、
ま

ん
の
う
町
民

生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
（
湊
闍
春
会
長
）
と
四
国
新
聞

販
売
店
会
四
国
会
（
松
本
充
雄
会
長
）
は
３

月
８
日
、
栗
田
町
長
の
立
会
い
の
下
、
高
齢

者
見
守
り
隊
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
守
り
隊
は
事
前
登
録
制
で
、
４
月

１
日
か
ら
は
、
四
国
新
聞
配
達
員
ら
が
高
齢

読
者
宅
で
事
前
連
絡
な
し
に
新
聞
が
ポ
ス
ト

に
た
ま
っ
て
い
る
な
ど
異
常
を
感
じ
た
場
合

に
、
登
録
さ
れ
た
連
絡
先
や
民
生
委
員
児
童

委
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
が
整

い
ま
す
。

　

登
録
の
受
付
は
、
各
四
国
新
聞
販
売
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

点
検
詐
欺
に
注
意

　

「
突
然
作
業
服
の
男
が
訪
問
し
て
き
て
『
今
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
点
検
を
し
た
』
と
言
っ
て

代
金
２
万
円
を
請
求
さ
れ
た
の
で
、
払
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
点
検
を
装
っ
た
詐
欺
の
手
口
で
す
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
点
検
は
販
売
店
や
そ
の
委

託
を
受
け
た
専
門
機
関
の
点
検
員
が
行
い
、

そ
の
料
金
は
無
料
で
す
。
い
つ
も
と
来
る
人

が
違
う
な
ど
不
審
な
場
合
は
、
販
売
店
に
確

認
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
先
】

香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
（
８
３
３
）
０
９
９
９

【
多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
専
用
相
談
先
】

　

薀
０
８
７
（
８
３
４
）
０
０
０
８

満
濃
農
改
セ
ン
タ
ー

4
月
1
日
か
ら
月
曜
日
も
利
用
可
能

に
　

利
用
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
で
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
休
館
日
は
年

末
年
始
（
12
月
28
日
〜
翌
年
１
月
４
日
）
の

み
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
産
業
経
済
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
５

あいあいタクシー・高齢者見守り隊・消費生活・満濃農改センター・選挙啓発ポスター

あいあいタクシー 
予約受付を 

午前8時15分から開始 
（予約受付時間） 
午前8時15分～午後4時30分 
　※土日、祝日、年末年始を除きます。 
　※4月1日から適用。 

あいあいタクシー予約センター 
�0877（58）8080

左から松本会長、栗田町長、湊会長

平
成
21
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品 

※
敬
称
略
 

※
学
校
名
や
学
年
は
入
選
当
時
の
も
の

（
小
学
校
の
部
・
優
秀
賞
）
 

満
濃
南
小
学
校
６
年
　
小
笠
原
想
夏
 

（
中
学
校
の
部
・
優
秀
賞
）
 

満
濃
中
学
校
２
年
　
貞
�
幸
余
 

 満
濃
中
学
校
２
年
　
巻
野
茉
莉
衣
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平
成
20
年
３
月
に
策
定
し
た
「
ま
ん
の
う

町
総
合
計
画
」
は
、
10
年
後
を
見
据
え
た
、

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定
め
て

い
ま
す
。
10
年
後
の
将
来
像
で
あ
る
「
元
気

ま
ん
ま
ん　

ま
ん
の
う
町
│
改
革
と
協
働
、

輝
き
の
ま
ち
│
」
の
実
現
の
た
め
こ
れ
か
ら

も
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
常
に
「
ま
ん
の
う
町
に
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
」
と
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

心
掛
け
、
し
っ
か
り
と
各
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
行
政
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
で
き
る

だ
け
設
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
行
う
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
行
財
政
改
革

　

本
町
は
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
町
税
の
割

合
が
20
％
程
度
、
残
り
の
約
80
％
を
地
方
交

付
税
や
国
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の
依
存
財

源
が
占
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
金
融

危
機
に
始
ま
っ
て
の
景
気
の
悪
化
も
依
然
続

く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
税
収

入
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
昨
年
政
権
が
交
代
し
、

国
の
政
策
や
予
算
編
成
、
地
方
財
政
計
画
な

ど
の
動
向
、
そ
れ
に
伴
う
県
の
状
況
が
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
依
然
不
透
明
な

中
で
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
事
業
の
廃
止
や
休
止

も
含
め
た
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
よ
り

一
層
の
歳
入
確
保
と
歳
出
削
減
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

▽
予
算
編
成
方
法

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
一
部
の
事
務
事
業

に
従
来
の
積
み
上
げ
方
式
に
替
わ
り
枠
配
分

方
式
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
各
課
に
与
え
ら

れ
た
予
算
編
成
権
に
基
づ
き
、
自
ら
の
判
断

で
予
算
を
執
行
し
て
い
く
職
員
の
自
主
性
・

自
立
性
の
確
保
と
自
治
体
経
営
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
事
務
事
業
評
価
と
各

事
業
と
を
関
連
さ
せ
た
予
算
編
成
の
推
進
も

し
て
い
き
ま
す
。

▽
公
会
計
制
度
の
整
備

　

決
算
に
つ
い
て
、
発
生
主
義
な
ど
企
業
会

計
手
法
の
導
入
を
行
う
公
会
計
制
度
の
整
備

（
一
部
事
務
組
合
や
特
別
会
計
を
含
め
た
連
結

ベ
ー
ス
で
の
貸
借
対
照
表
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
な
ど
を
作
成
し
、
財
政
状
況
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
表
そ
う
と
す
る
も
の
）
が
平
成

24
年
度
ま
で
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
格
的

実
施
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
組
織
の
改
編

　

関
係
各
位
と
の
相
談
の
上
、
満
濃
町
土
地

改
良
区
の
事
務
事
業
を
分
離
し
組
織
の
運
営

の
明
確
化
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
旧
町
単
位
で
土
地
改
良
区
が
あ
り
、

組
織
ご
と
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

非
効
率
的
な
部
分
が
あ
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
考
慮
し
、
発
展
的
展
開
と
し
て
、

合
併
を
推
進
し
て
い
く
事
務
局
的
な
も
の
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

▽
人
事
評
価
制
度
導
入
の
推
進

　

す
で
に
、
国
家
公
務
員
は
能
力
・
実
績
主

義
賃
金
制
度
を
平
成
21
年
４
月
か
ら
導
入
し

て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
順
次

制
度
の
導
入
を
実
施
し
て
お
り
、
人
材
育
成

の
見
地
か
ら
も
、
公
正
か
つ
客
観
的
な
人
事

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
人
権
尊
重
社
会
の
実
現

　

長
尾
会
館
の
、
人
権
の
拠
点
づ
く
り
と
し

て
の
機
能
を
高
め
、
学
校
や
自
治
会
、
企
業

な
ど
各
種
団
体
と
の
連
絡
を
強
化
し
、
地
区

内
外
の
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
活
動
の
拡
充
を
行

い
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

▽
男
女
共
同
参
画

　

各
種
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
政
策
決
定
の

場
へ
の
女
性
の
登
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
研
修
な
ど
へ
の
参
加
を
促
す

な
ど
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

▽
施
設
の
維
持
管
理

　

本
庁
舎
や
支
所
を
は
じ
め
、
校
舎
な
ど
の

教
育
施
設
な
ど
を
含
め
た
施
設
の
維
持
管
理

と
保
守
点
検
の
一
元
化
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
経
費
の
削
減
と
事
務
の
簡
素
化
を

行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
、
適
正
な
施
設
の

管
理
形
態
の
構
築
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
教
育

▽
目
指
す
学
校
像

　

新
学
習
指
導
要
領
の
「
生
き
る
力
」
育
成

理
念
の
下
、「
仲
間
と
共
に
競
い
合
い
、
助
け

合
っ
て
、
よ
く
学
び
よ
く
遊
び
、
心
身
共
に

健
や
か
に
育
つ
こ
と
で
あ
る
」
と
考
え
、
そ

の
目
標
実
現
の
た
め
、
子
ど
も
一
人
一
人
に

深
い
愛
情
を
注
ぐ
、
生
き
生
き
と
活
気
あ
る

学
校
を
目
指
し
ま
す
。

　

「
学
校
教
育
実
践
指
針
」
を
示
し
、
次
代
を

施政方針

平
成
平
成
22
年
度
施
政
方
針

年
度
施
政
方
針（
要
旨
要
旨
） 

「
元
気
ま
ん
ま
ん
　
ま
ん
の
う
町
」
を
目
指
し
て 

平
成
平
成
22
年
度
施
政
方
針

年
度
施
政
方
針（
要
旨
要
旨
） 

　
3
月
3
日
に
開
会
さ
れ
た
平
成
22
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会
で
 

町
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

平
成
22
年
度
施
政
方
針（
要
旨
） 

課の統合 

建設課 土地改良課 

建設土地改良課 
�（73）0107

4/1～ 
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担
う
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

▽
満
濃
中
学
校
改
築

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
実
施
方
針
の

公
表
や
特
定
事
業
の
選
定
、
要
求
水
準
書
の

作
成
、
入
札
公
告
な
ど
の
公
表
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
新
た
に
立
ち
上
げ
た
「
ま
ん
の
う

町
立
満
濃
中
学
校
改
築
・
町
立
図
書
館
整
備

検
討
委
員
会
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

委
員
の
皆
さ
ま
に
、『
満
濃
中
学
校
改
築
基
本

計
画
』
や
『
ま
ん
の
う
町
教
育
振
興
基
本
計

画
』
な
ど
に
照
応
し
た
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
と
施
設
の
実
現
の
た
め
の
調
査
と
検
討
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

年
秋
ご
ろ
を
め
ど
に
結
論
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
要
求
水
準
書
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。
経
費
の
削
減
と
民
間
企
業
が
持
っ

て
い
る
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
素
晴
ら
し
い

学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
情
報
機
器
の
有
効
利
活
用

　

小
中
学
校
に
お
い
て
情
報
機
器
の
整
備
や

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
教
職
員
の
専

門
知
識
や
指
導
力
の
向
上
な
ど
、
よ
り
有
効

に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽ 

中
学
生
の
職
場
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

　

活
動
日
数
の
増
加
な
ど
を
検
討
し
、
よ
り

道
徳
的
実
践
力
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

▽
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

　

対
象
を
２
・
３
年
生
と
し
て
行
う
予
定
。

▽
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

特
別
支
援
の
必
要
な
児
童
に
は
特
別
支
援

教
育
学
習
指
導
員
を
配
置
し
手
厚
い
指
導
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育

　

早
期
か
ら
の
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、
平
成
22
年
度
は
、
四
条
・
満
濃
南
・
長

炭
の
３
幼
稚
園
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
高

篠
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
現
在
施
設
が
狭
く

受
け
入
れ
が
難
し
い
た
め
、
平
成
22
年
度
で

施
設
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
幼
稚
園
・
保
育
所
の
在
り
方

　

仲
南
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
、

「
幼
保
一
元
化
施
設
」
と
し
て
認
定
こ
ど
も

園
的
な
園
舎
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

琴
南
地
区
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
経
緯
と
保

護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
踏
ま
え
今
の

と
こ
ろ
現
状
維
持
で
す
。

▽
施
設
整
備

　

琴
南
中
学
校
耐
震
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。
琴
南
小
学
校
給
食
調
理
場
・
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
の
建
設
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

給
食
調
理
場
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
へ
の

配
食
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
に
伴
い
、
安
全

に
配
慮
し
た
机
・
い
す
・
遊
具
な
ど
の
設
置

を
行
い
、
ご
父
兄
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
文
化
振
興

　

文
化
庁
が
昨
年
５
月
、
佐
文
地
区
の
綾
子

踊
（
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
を
、

ユ
ネ
ス
コ
の
「
無
形
文
化
遺
産
」
リ
ス
ト
に

記
載
提
案
し
た
と
い
う
報
道
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
の
９
月
に
記
載
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
記
載
記
念
事
業
を
行
い
、
広
く
綾
子

踊
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
に
は
ほ
か
に
も
多
く
の
歴
史
や
文
化

に
優
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
に
歴
史
や
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
機
会
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
地
域
の
文
化
活
動

　

社
会
教
育
委
員
会
や
公
民
館
運
営
審
議
会

な
ど
で
検
討
し
、
地
域
住
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
見
直
し
を

図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
な
ど
へ
の
方

向
性
を
示
す
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
福
祉
・
健
康

▽
医
療
費
増
加
の
抑
制

　

医
療
費
安
定
化
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
保

険
事
業
や
啓
発
・
広
報
事
業
に
重
点
を
置
き
、

特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
事
業
の
推
進
に

努
め
、
被
保
険
者
の
健
康
維
持
・
増
進
に
引

き
続
き
取
り
組
む
こ
と
で
医
療
費
の
増
加
を

抑
制
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
受
診
率
の
向
上

　

各
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
た
め
の

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

▽
子
育
て
支
援
対
策

　

平
成
21
年
度
策
定
の
『
ま
ん
の
う
町
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
』
や
、『
ま
ん
の
う

健
や
か
い
き
い
き
プ
ラ
ン
』
を
推
進
し
、
子

育
て
を
支
援
す
る
た
め
に
、
妊
婦
・
母
子
へ

の
保
健
指
導
や
、
食
育
の
充
実
な
ど
を
図
り
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
て
い
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
健
康
生
き
が
い
中
核
事
業

　

琴
南
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
や
仲
南

支
所
な
ど
３
施
設
で
施
設
改
修
や
備
品
の

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事
業
運
営
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
も
図
っ

て
い
き
ま
す
。

▽
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
の
方
々
へ
の
介
護
予
防
事
業
を
す

る
と
と
も
に
、
特
に
要
支
援
者
を
対
象
に
悪

化
を
防
ぐ
予
防
給
付
を
実
施
し
、
健
康
で
生

き
が
い
を
持
ち
安
心
し
て
生
活
が
営
ま
れ
る

よ
う
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

▽
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

昨
年
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
対
応
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　

環
境
に
や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
新
た
に
、
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町
独
自
の
事
業
と
し
て
、
個
人
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

資
源
循
環
型
社
会
の
形
成
を
進
め
る
た
め
、

ご
み
の
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
３
Ｒ
を
柱
と
し
た
取
り
組
み
を
啓
発

推
進
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
策
定
の
『
ま
ん
の
う
町
地
域

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
』
に
よ
り
、
地
方
自

治
体
自
ら
が
取
り
組
む
べ
き
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑

制
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
生
活
基
盤
づ
く
り

▽
水
道
水

　

高
屋
原
浄
水
場
の
水
道
水
の
臭
気
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
に
は
高
度
浄

水
施
設
整
備
事
業
が
完
了
し
ま
す
。
今
後
は
、

水
質
の
悪
化
に
も
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
水
利
用
の
増
加
や
渇
水
が
今
後

も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
な
水
源
確
保

の
調
査
研
究
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
防
災
体
制
の
強
化

　

地
域
単
位
や
自
主
防
災
組
織
の
状
況
に

合
っ
た
防
災
訓
練
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
防
災

に
対
す
る
物
心
両
面
で
の
備
え
の
重
要
さ
の

啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▽
情
報
通
信
基
盤
の
利
活
用
推
進

　

高
速
通
信
網
利
用
可
能
世
帯
は
、
ほ
ぼ
全

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
基
盤
設
備
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
福
祉
を
は
じ
め
防
災
や

自
治
会
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
可
能

で
す
。
し
か
し
、
新
た
な
利
用
に
は
、
初
期

費
用
や
維
持
費
用
が
多
額
に
な
る
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
低
コ
ス
ト
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
が
る
利
用
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

▽
地
域
公
共
交
通
の
充
実

　

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
さ
ら
な
る
運
行
改

善
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
利

用
者
と
非
利
用
者
の
要
望
や
利
用
上
の
問
題

点
な
ど
を
把
握
し
、
よ
り
良
い
運
行
体
系
形

成
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
町
道
五
毛
線
整
備
事
業

　

平
成
22
年
度
中
に
は
全
線
完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ほ
た
る
見
公
園
か
ら
満
濃
池
を

経
て
、
国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
ま
で
が
道

路
で
結
ば
れ
、
満
濃
池
周
辺
整
備
や
活
性
化

に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

▽
生
活
排
水
処
理

　

公
共
下
水
道
整
備
事
業
は
、
事
業
開
始
以

来
20
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
度
を
も
っ
て
計
画
区
域
内
の
工
事
は
完
了

し
ま
す
。
町
が
進
め
て
い
た
生
活
排
水
処
理

形
態
に
は
、
公
共
下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
、

農
業
集
落
排
水
施
設
の
３
つ
の
型
が
あ
り
ま

す
が
、
今
後
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

の
推
進
が
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

▽ 

農
業
生
産
基
盤
・
農
村
環
境
基
盤

の
整
備

　

現
在
進
め
て
い
る
県
営
中
山
間
地
区
総
合

整
備
事
業
は
、
平
成
23
年
度
で
完
了
予
定
で

す
が
、
農
業
生
産
基
盤
や
農
村
環
境
基
盤
の

整
備
は
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。
第
２
次
整
備

事
業
が
平
成
24
年
度
か
ら
の
実
施
予
定
で
、

す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
実
施
要
望
箇
所
の

調
査
と
検
討
を
行
い
、
実
施
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
観
光
振
興

　

今
年
１
月
12
日
に
、
観
光
の
推
進
な
ど
を

活
動
と
す
る
「
ま
ん
の
う
コ
イ
ネ
ッ
ト
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ふ

れ
る
自
然
や
人
情
、
出
会
い
な
ど
も
観
光
と

位
置
づ
け
、
自
然
の
優
し
さ
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
、
も
う
一
度
来
て
み
た
い
、
ず
っ
と
住

み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
今
後
観
光
の
振
興
推
進
の
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
期
待
す

る
と
と
も
に
、
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
域
振
興

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
付

き
商
品
券
の
発
行
助
成
を
町
単
独
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

積
極
的
に
企
業
訪
問
を
行
い
、
誘
致
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
地
元
企
業
を
つ
な
ぎ
と

め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
誕
生
し
た
小
惑
星
「
ま
ん
の
う
町
」
を
、

夢
を
広
げ
る
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
女
性
議
会

町
と
し
て
初
の
試
み

　

町
内
在
住
の
女

性
に
町
政
へ
の
関

心
と
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
と
と
も

に
、
女
性
の
声
を

町
政
に
生
か
そ
う

と
、
ま
ん
の
う
町

女
性
議
会
が
１
月

24
日
、
町
議
会
議

場
で
開
会
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
大

谷
利
佳
さ
ん
を
議
長
に
、
町
内
の
各
公
民
館

運
営
審
議
委
員
会
や
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

の
推
薦
者
と
公
募
者
で
構
成
さ
れ
た
17
人
の

議
員
が
、
教
育
や
福
祉
分
野
な
ど
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
町
長
や
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
女
性
議
会
会
議
録
の
要
旨
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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後期高齢者医療保険料・住基カード

　

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
４
、
６
、
８
月
の

年
金
か
ら
一
定
額
が
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
と
し
て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
の

保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
お
送
り
す

る
、
平
成
22
年
度
の
「
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
の
通
知
書
に

は
、
平
成
21
年
中
の
所
得
を
基
に
算
出
さ
れ

た
、
年
間
の
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

▽ 

2
月
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引

き
さ
れ
て
い
た
場
合

　

天
引
き
さ
れ
る
額
は
、
平
成
22
年
２
月
天

引
き
分
と
同
額
で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、

年
金
天
引
き
の
お
知
ら
せ
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽ 

4
月
か
ら
新
た
に
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
場
合

　

天
引
き
さ
れ
る
額
は
、
昨
年
４
月
か
ら
今

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
た
と
仮
定
し
算
出

さ
れ
た
保
険
料
額
の
６
分
の
１
相
当
の
額
に

な
り
ま
す
。
対
象
者
は
平
成
21
年
６
月
上
旬

〜
10
月
上
旬
に
制
度
に
加
入
し
、
年
金
天
引

き
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額
が
18
万
以
上

で
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
額
が
そ
の
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方
で
す
。
該

当
す
る
方
に
は
、
４
月
上
旬
に
年
金
天
引
き

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

申
し
出
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
方

法
が
変
更
で
き
ま
す

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
で
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
ご
希
望
す

る
場
合
は
、
町
税
務
課
、
各
支
所
の
い
ず
れ

か
の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
後
の
必

要
な
手
続
き
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

申
し
出
が
奇
数
月
の
場
合
は
３
カ
月
後
、

偶
数
月
の
場
合
は
４
カ
月
後
の
年
金
か
ら
天

引
き
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
保
険
料
率

所
得
割
率
８
・
８
１
％

均
等
割
額
４
万
７
２
０
０
円

　

所
得
の
少
な
い
方
や
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
に
対
す
る
軽
減
措
置
は
平

成
21
年
度
と
同
様
で
す
。
詳
し
く
は
広
報
７

月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　

薀
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

ま
ん
の
う
町
税
務
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

　

「
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
困
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
顔
写
真
付
き
」
の
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
と
同
様
に
本

人
確
認
が
で
き
る
公
的
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
年
寄
り
の
方
な
ど

で
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
大
変

便
利
で
す
。

申
請
時
に
必
要
な
物

① 

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
官
公
署
発
行
の
物
）

②
認
め
印

※ 

顔
写
真
は
、
申
請
時
に
住
民
生
活
課
ま
た

は
各
支
所
で
無
料
撮
影
し
ま
す
。

注
意
点

① 

カ
ー
ド
発
行
ま
で
に
は
２
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。

② 

カ
ー
ド
の
発
行
準
備
が
整
え
ば
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
お
送
り
し
た
文
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

③ 

ま
ん
の
う
町
か
ら
転
出
す
る
と
無
効
と
な

り
ま
す
。

【
申
請
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
住
民
生
活
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
１

琴
南
支
所
薀
０
８
７
７
（
８
５
）
２
１
１
１

仲
南
支
所
薀
０
８
７
７
（
７
７
）
２
１
１
１

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
額
は
、
い
く
ら
に
な
る
？

平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

住
基
カ
ー
ド（
顔
写
真
付
き
）の
交
付
手
数
料
が
無
料
に
！

こ
ん
な
と
き
に
、
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
ま
す 

■金融機関で口座を新規に 
　開設するとき 

■住民票の写しなどの交付 
　請求をするとき 

このほかにも、インターネット 
を使った電子申請での電子証明 
書の格納で使えます。 
 
運転免許証を自主返納する 
方にとっては、代わりの 
身分証明書に 

こ
ん
な
と
き
に
、
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
ま
す 
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高
校
生
対
象

バ
ス
定
期
券
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

▽
対
象
者

①
ま
ん
の
う
町
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

② 

高
等
学
校
に
通
学
す
る
の
に
定
期
券
を
購

入
し
路
線
バ
ス
（
琴
参
バ
ス
の
美
合
線
ま

た
は
炭
所
線
）
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
。

▽
補
助
金
額

　

定
期
券
バ
ス
運
賃
の
額
の
３
分
の
２
（
年

額
10
万
円
ま
で
、
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は

切
り
捨
て
）

▽
申
請
期
限

　

定
期
券
の
使
用
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
30

日
以
内
。

▽
受
付
窓
口

　

企
画
政
策
課
、
仲
南
支
所
、
琴
南
支
所
、

美
合
出
張
所

▽
持
参
物

　

定
期
券
の
写
し
、
認
め
印
、（
新
規
の
方
の

み
）
振
込
先
金
融
機
関
名
と
口
座
番
号
が
分

か
る
物

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
６

妊
婦
健
診
で
の
超
音
波
検
査

年
齢
を
問
わ
ず
1
回
分
は
公
費
負
担

　

４
月
１
日
か
ら
年
齢
を
問
わ
ず
妊
婦
健
康

診
査
で
の
超
音
波
検
査
を
１
回
分
に
つ
い
て

は
公
費
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
券
を
お
渡

し
し
て
い
る
35
歳
未
満
の
方
の
う
ち
、
４
月

１
日
時
点
で
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
ま
だ
出

産
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
超
音
波
検
査
を
含

む
受
診
券
と
交
換
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
健
康
増
進
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
６

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
う
な
ら
前

納
割
引
制
度
の
利
用
を

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
29
年
度

ま
で
毎
年
度
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
平
成
22
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
万
５
１
０
０
円
で
す
。
申
請
に
よ
り
免

除
さ
れ
た
場
合
の
保
険
料
月
額
は
、
４
分
の

３
納
付
で
１
万
１
３
３
０
円
、
半
額
納
付
で

７
５
５
０
円
、
４
分
の
１
納
付
で
３
７
８
０

円
で
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
毎

年
４
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
１
年
分
の
納

付
書
に
よ
り
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。

　

窓
口
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
も
で
き

ま
す
。

　

保
険
料
は
、
１
年
分
ま
た
は
６
カ
月
分
な

ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
に
つ
い
て
前
納
す

る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
部
納
付

に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
22
年
度
の
1
年
分
の
保
険

料
を
「
現
金
」
で
前
納
す
る
と
17
万
７
９
８
０

円
（
年
間
３
２
２
０
円
の
割
引
）
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
口
座
振
替
」
に
よ
り
前
納
す
る
と

17
万
７
４
０
０
円
（
年
間
３
８
０
０
円
の
割

引
）
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座
振

替
の
早
割
」
で
１
カ
月
早
め
て
納
付
す
る
と
、

年
間
６
０
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課

　

薀
０
８
７
７
（
６
２
）
１
６
６
０

身
障
者
な
ど
が
対
象

自
動
車
税
の
減
免
申
請
を
4
月
1
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す

　

香
川
県
で
は
、
身
体
な
ど
に
障
害
が
あ
る

た
め
歩
行
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、
一

定
要
件
（
原
則
と
し
て
自
動
車
の
所
有
者
名

義
が
３
月
末
日
で
身
体
障
害
者
本
人
で
あ
る

こ
と
な
ど
）
の
下
で
、
そ
の
利
用
す
る
自
動

車
の
自
動
車
税
を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
申
請
の
要
件
な
ど
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
県
税
事
務
所
自
動
車
税
課

　

薀
０
８
７
（
８
０
６
）
０
３
１
４

バス定期券・妊婦健診・国民年金・自動車税

受付場所 申請受付日 受付時間

香川県県税事務所
自動車税課

（高松市松島町1-17-28）

4月1日（木）～5月26日（水）
※土日、祝日を除きます。

8：30～17：15

出
張
受
付

中讃県民センター
（善通寺市生野本町1-1-12）

4月13日（火）

9：30～16：00

4月20日（火）

5月18日（火）

中讃税務窓口センター
（坂出市江尻町1355）

4月14日（水）

4月21日（水）

5月19日（水）

※東讃県民センターや小豆県民センター、西讃県民センターでも行っています。
※ 午前中は混雑することがありますので、なるべく午後に申請することをお勧めします。

春の全国交通安全運動 
4月6日（火）～15日（木） 
子どもと高齢者の交通事故防止 

まんのう町交通安全対策推進協議会 

▽すべての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底 
▽自転車の安全利用の推進 
▽飲酒運転の根絶 
▽交差点やその付近での交通事故防止 
交通ルールの順守と正しい交通マナー
の実践を習慣づけましょう。 
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春らんまんフェスタ・国営讃岐まんのう公園

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園
・
入
園
料

4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
料
金
を
導
入

　

65
歳
以
上
の
方
の
入
園
料
が
４
月
１
日
か

ら
半
額
に
な
り
ま
す
。
ご
来
園
の
際
に
は
、

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
年
齢
が
確
認
で

き
る
物
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　

薀
０
８
７
７
（
７
９
）
１
７
０
０

物産展な
ど 

　食べ物
コーナー

も 

　　充実
！！ 

国営讃岐まんのう公園入園料無料、 
駐車料金は別途必要 

●日時／5月2日(日)　午前10時～午後3時40分 
●会場／国営讃岐まんのう公園　芝生広場 

【問い合わせ先】 
まんのう町産業経済課 
�0877（73）0105

イベント内容 

10：00　開会式 

10：10　お楽しみ抽選券配布 

10：20　大正琴の調べ 
 (琴修会琴平支部) 

11：00　どいさんのわくわく 
 バル－ンショ－ 

11：40　パラパラ・ダンス 
 (ダンス同好会) 

12：20　ストリ－トパフォ－マ－ 
 サスケ！ 

13：00　HIP HOP,Jazz 
 (MAYO DANCE STUDIO) 

13：45　高橋ブラザ－ズ 
 イリュ－ジョンショ－ 

14：30　恋の歌・愛の歌 
 (ラッツェラ－ズ) 

15：05　抽選発表 

15：30　閉会式 

15：40　終了 
たくさんの 
賞品を用意 
しています 

物産展な
ど 

　食べ物
コーナー

も 

　　充実
！！ 

物産展な
ど 

　食べ物
コーナー

も 

　　充実
！！ 

どいさんのわくわくバル－ンショ－ 

ストリ－トパフォ－マ－サスケ！ HIP HOP,Jazz（MAYO DANCE STUDIO） 

大正琴の調べ（琴修会琴平支部） 

高橋ブラザ－ズイリュ－ジョンショ－ 高橋ブラザ－ズイリュ－ジョンショ－ 

恋の歌・愛の歌（ラッツェラ－ズ） 

竹巻きパン教室 パラパラ・ダンス（ダンス同好会） 

どいさんのわくわくバル－ンショ－ 

ストリ－トパフォ－マ－サスケ！ 

平成22年4月1日からの料金体系

一　般 団　体 年間パスポート券

大　　人
65歳未満 400円 280円 4,000円

65歳以上 200円 2,000円

小　　人（小中学生） 80円 50円 800円

多くの方のご来園を 

お待ちしています。 



―
吉
野
地
区
母
子
愛
育
会
編
― 

今
日
の
声
か
け
　
い
き
い
き
未
来
　
愛
育 

愛
育
だ
よ
り
5

かんたんフィットネス通信 

｢かんたんフィットネス｣会員　随時募集中 
　見学・体験の際には、運動ができる服装や運動靴、タオル、飲み物などをご持

参ください。 

▽営業時間／平日午前9時～午後8時　※土日、祝日、年末年始は休み 

【申し込み先／問い合わせ先】 

健康生きがいルーム（満濃農村環境改善センター2階）　�（73）0132

会員になって 
｢春ウオーキング｣ 
に参加しよう 

クランチ　－腰痛予防に効果的！－ 
1セット＝（上げ3秒、1秒停止、下げ3秒）×10回 

1セットして3分程度休憩後、もう1セット。 

合計2セットを2、3日に1回行うのがお勧め。 

1）両足をいすに乗せ、腰幅に開く。 

2）両手は組んでおなかの上に乗せ、へそをのぞ

き込むようにゆっくりと息を吐きながら、背中

の肩甲骨が床から離れるくらいまで上体を起

こす。 

　※負担が軽いと思う方は、首の後ろでダンベル

などの重りを持って行うとさらに効果的。 

3）ゆっくりと元の姿勢に戻る。 

　※首から起きないように。 

　※脚を引き付けないように。 

らくらく筋トレ①－腹筋の強化－ 家庭でもできる 

▼
結
成
年
月
日
／
昭
和
29
年
8
月
1
日
▼
愛

育
班
員
数
／
35
人
▼
会
員
数
／
4
4
6
人
 

基
礎
デ
ー
タ
 

 

▽対象者／「かんたんフィット

ネス」の会員とその家族の方

▽日時／4月19日（月）午後1

時～午後3時▽内容／満濃池

堤防に集合し、池周辺をウオ

ーキングします。▽参加費／

無料▽申込締め切り日／4月

15日（木）▽その他／前日の

天気予報が雨（曇り時々雨な

どの場合も）であれば中止し

ます。当日は各自飲み物をご

用意の上、

動きやす

い服装で

お越しく

ださい。 
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愛育だより・かんたんフィットネス通信

　

吉
野
地
区
母
子
愛
育
会
（
香
川
チ
エ
ミ
会

長
）
で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
育
児
サ
ー
ク
ル
「
す
く
す
く
マ

マ
の
つ
ど
い
」（
長
炭
保
育
所
内
に
あ
る
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
火
・
木
曜
日

の
午
前
10
時
〜
正
午
実
施
中
）
で
の
紙
芝
居

の
実
施
で
す
。

　

今
は
、
平
成
20
年
に
購
入
し
た
、
８
枚

ほ
ど
で
楽
し
め
る
紙
芝
居
を
使
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
は
、
20
〜
30
年
前
か
ら
あ
っ

た
紙
芝
居
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
古
く
な
っ
た
紙
芝
居
は
、
絵
柄
が
今
風

で
な
く
見
た
目
も
ど
こ
と
な
く
暗
い
ば
か
り

か
、
一
つ
の
話
が
長
い
た
め
、
今
の
子
ど
も

た
ち
に
集
中
し
て
見
て
も
ら
え
ず
、
な
か
な

か
喜
ん
で
も
ら
え
る
反
応
が
、
愛
育
班
員
さ

ん
た
ち
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
い
た

い
」

　

そ
こ
で
思
い
立
っ
た
の
が
、
吉
野
公
民
館
ま

つ
り
の
際
に
、
愛
育
会
が
隔
年
で
行
っ
て
い
る

バ
ザ
ー
ル
の
活
用
で
し
た
。
地
域
の
人
々
の
ご

厚
意
で
寄
附
し
て
も
ら
っ
た
日
用
品
な
ど
を

販
売
し
、
そ
の
収
益
金
で
新
し
い
紙
芝
居
と
拍

子
木
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
育
児
サ
ー
ク
ル
で
実
際
に
使
っ
て

み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
母
親
の
ひ
ざ
に
じ
っ

と
座
り
、
紙
芝
居
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て

い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。
こ
の
瞬
間
、

愛
育
班
員
さ
ん
た
ち
は
、
心
の
中
で
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
を
す
る
ぐ
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
保
育
士
さ
ん
か
ら

も
、
愛
育
班
員
さ
ん
た
ち
の
、
間
の
取
り
方

や
声
の
調
子
な
ど
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
題

材
と
絵
柄
の
雰
囲
気
も
良
か
っ
た
と
い
う
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で
は
決
し
て
得
ら

れ
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
で

あ
る
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
が
紙
芝
居
に
は

あ
り
ま
す
。

　

「
吉
野
地
区
に
住
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
」

　

そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
愛
育
班

員
の
皆
さ
ん
は
知
恵
を
絞
り
、
日
々
の
活
動

内
容
の
改
善
に
余
念
が
な
い
よ
う
で
す
。



運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物
果
物 

牛
乳
・

牛
乳
・ 

乳
製
品

乳
製
品 

果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

スープ 
の牛乳 

ごはん 

ケチャップ 
いため 

ス
ー
プ 

いちご 

ケチャップ 
いための野菜 

※メニューをコマにあてはめると 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

鶏肉のケチャップ 
いため 

食欲のない時は、にんにくの刺激と香りで食欲をアップさせよう。 

五穀米、鶏肉のケチャップいため、 
フレッシュサラダ、白菜のミルクスープ 
いちご 

600kcal台の 
栄養バランスメニュー 

一口大の 
そぎ切り 

にんにくの香りが立てば、 
肉、しめじの順に加え 
いためる。 

 
 
�を加え、味をなじませる。 

 
 
レタスとじゃが芋を 
付け合わせたら完成。 

エネルギー 133kcal  
タンパク質 13.8ｇ 　脂質 3.2ｇ  
食物繊維 1.7ｇ 　食塩 0.7ｇ 

作り方  
●鶏胸肉（皮なし）…200g 
●ぶなしめじ…………80g 
●油………………小さじ2 
●にんにく……………1片 
●ケチャップ 大さじ2・小さじ1 
●ウスターソース 大さじ1弱 
●じゃが芋……………1個 
●レタス………………4枚 

材料（4人分） 

1
42 3

� 

小房に分ける。 

ラップで包み、 
電子レンジで 
7～8分。 

油 にんにく 

� 

サ
ラ
ダ 

1食に野菜を120g食べよう 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

管
理
栄
養
士
の
 

中讃テレ
ビ 

　今月の出演者は、まんのう町食生活改善推進協議会の秋山繁

子さん＝写真右＝と特別ゲストの新谷敏志さん＝写真中央。 

　テレビで紹介された料理レシピ（全品）は、町ホームページや、

健康増進課、各支所の窓口で手に入ります。 
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管理栄養士のワンポイントアドバイス・食育工房・食育だより

　

春
に
な
る
と
こ
の
時
期
に
し
か
食
べ
ら
れ

な
い
フ
キ
や
ウ
ド
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
春
野

菜
が
ス
ー
パ
ー
に
並
び
ま
す
。
今
回
は
、
新

鮮
な
春
野
菜
の
選
び
方
と
調
理
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

■
タ
ケ
ノ
コ
の
場
合

▼
皮
に
ツ
ヤ
と
産
毛
が
あ
り
、
切
り
口
が
み

ず
み
ず
し
い
物
▼
穂
先
が
黄
色
い
物
（
緑
色

に
な
っ
て
い
る
物
は
、
育
ち
過
ぎ
で
え
ぐ
み

が
強
い
の
で
×
）
▼
根
元
の
赤
い
ブ
ツ
ブ
ツ

が
少
な
く
、
小
さ
い
物
ほ
ど
柔
ら
か
い
▼
大

き
さ
の
割
に
軽
い
物
は
鮮
度
が
落
ち
て
水
分

が
飛
ん
で
い
る
の
で
避
け
る

■
ア
ス
パ
ラ
の
場
合

▼
茎
が
太
く
穂
先
が
締
ま
っ
て
い
る
物
▼
緑

色
が
濃
く
、
ツ
ヤ
の
あ
る
物
▼
切
り
口
が
乾

い
て
お
り
、
硬
い
物

　

タ
ケ
ノ
コ
や
ア
ス
パ
ラ
に
は
う
ま
味
成
分

で
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
「
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン

酸
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
栄
養
ド

リ
ン
ク
の
成
分
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
新
陳
代
謝
を
促
し
、
疲
労
回
復
や
滋
養

強
壮
に
役
立
ち
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
は
、
ゆ
で

る
こ
と
で
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
が
損
な
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
を
上
手
に
取
る
た

め
に
は
、
生
の
ま
ま
い
た
め
た
り
、
揚
げ
た

り
し
て
食
べ
る
の
が
お
勧
め
で
す
。
油
で
調

理
す
る
こ
と
で
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
カ
ロ
テ

ン
の
吸
収
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

　

年
中
出
回
っ
て
い
る
野
菜
で
も
栄
養
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
旬
の
時
期
の
野
菜

で
す
。
一
日
３
５
０
ｇ
以
上
の
野
菜
を
取
る

こ
と
を
目
標
に
、
旬
の
野
菜
を
し
っ
か
り
取

り
入
れ
た
献
立
を
立
て
ま
し
ょ
う
。



坊
谷
川
の
由
来
 

探
訪
 49

ぼ
ん
　
た
に
 

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー
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坊
谷
川
は
、
金
倉
川
の
支
流
で
、
ま
ん
の

う
町
真
野
山
下
部
落
南
部
と
同
七
箇
地
区
と

の
境
、
堀
切
峠
に
源
を
発
し
県
道
丸
亀
三
好

線
に
平
行
北
上
し
岸
上
地
区
で
金
倉
川
に
合

流
し
て
い
る
２
㎞
ほ
ど
の
川
で
す
。
こ
の
周

辺
に
は
坊
谷
と
い
う
地
名
や
地
点
、
場
所
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
点
不
思
議
な
こ
と
は
、

源
流
地
点
に
は
久
保
（
の
宮
）
神
社
の
社
叢

（
通
称
宮み

や

生ば
え

）
が
あ
り
、
合
流
地
点
（
終
点
）

に
は
久
保
（
の
宮
）
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

こ
の
川
は
ほ
ぼ
全
川
に
わ
た
り
深
い
谷
状

の
形
状
を
し
て
お
り
、
つ
い
近
年
ま
で
両
岸

に
は
竹
や
笹
薮
で
岸
が
守
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
石
積
み
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

坊
谷
と
い
う
谷
は
山
下
部
落
に
あ
る
谷
で
、

東
側
に
は
ツ
コ
谷
を
は
じ
め
大
小
三
つ
の
谷

が
、
西
側
に
は
古
池
谷
、
新
池
谷
、
長
谷
、

宮
生
谷
が
あ
り
、
背
を
経
て
椿
谷
に
接
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
谷
は
食
糧
難
の
第
二
次
大
戦
中
に
同

部
落
の
長
原
さ
ん
が
畑
を
開
墾
中
、
弥
生
式

土
器
（
壺
）
を
発
掘
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

古
代
か
ら
生
活
の
場
と
し
て
い
た
地
域
で
も

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
は
堀
切
谷
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
の
坊
谷
は
、
大
昔
お
坊
さ
ん
（
僧
侶
）
が

住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
名
が
か
ろ
う

じ
て
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当

地
域
の
入
り
口
に
当
た
る
北
西
に
不
動
明
王

尊
像
（
石
像
）
堂
が
現
存
し
、
川
と
道
を
挟

ん
で
東
側
に
は
毘
沙
門
股
と
い
う
地
名
が
残

り
、
本
尊
の
毘
沙
門
天
像
（
木
像
）
は
現
在
、

近
く
の
福
楽
寺
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
く
の
東
隣
に
は
旧
福
楽
寺
（
福
楽
寺
谷
）

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
寺
と
本
尊
薬
師
如

来
像
は
、
天
正
の
戦
禍
で
焼
か
れ
黒
焦
げ
に

な
っ
た
本
尊
が
楠
薬
師
尊
と
し
て
岸
上
の
薬

師
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

不
動
明
王
や
毘
沙
門
天
、
薬
師
如
来
佛
信

仰
は
、
平
安
時
代
以
前
の
天
台
宗
や
真
言
宗

に
重
用
さ
れ
た
主
佛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天

正
の
戦
国
時
代
に
は
焼
き
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

堀
切
と
い
う
名
は
、
堀
切
峠
が
開
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
天
正
前
後
、
堀
切
城
（
向
井
城
）

の
名
と
し
て
見
え
ま
す
。
以
降
お
坊
さ
ん
の

こ
と
も
次
第
に
忘
れ
ら
れ
、
堀
切
谷
の
名
の

方
が
口
伝
さ
れ
、
今
は
た
だ
坊
谷
川
に
そ
の

面
影
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責　

真
野　

渡
邊
善
弘
）

青
年
海
外
協
力
隊

▽
応
募
資
格

　

平
成
22
年
５
月
17
日
現
在
で
満
20
歳
〜
満

39
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

▽
募
集
人
数
／
約
８
０
０
人

▽
募
集
分
野

　

農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、
土
木
建
築
、

保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
計
画
・

行
政
の
８
部
門
、
約
１
２
０
職
種

▽
派
遣
国
・
派
遣
先

　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
大
洋
州
、

中
近
東
の
約
80
カ
国

▽
派
遣
期
間

　

原
則
２
年
間

　

※
単
身
赴
任
で
の
派
遣

▽
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
書
類
（
健
康
診
断
書
を
含
み

ま
す
。）を
郵
送
に
て
提
出
。
応
募
書
類
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
応
募
資
格

　

平
成
22
年
５
月
17
日
現
在
で
満
40
歳
〜
満

69
歳
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

▽
募
集
人
数
／
約
２
０
０
人

▽
募
集
分
野

　

計
画
・
行
政
、
公
共
・
公
益
事
業
、
農
林
水
産
、

鉱
工
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
商
業
・
観
光
、
人

的
資
源
、
保
健
・
医
療
、
社
会
福
祉
、
そ
の

他
（
渉
外
促
進
、
日
本
語
教
育
、
有
資
格
登
録
）

▽
派
遣
国
・
派
遣
先

　

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
大
洋
州
、

中
近
東
の
約
50
カ
国

▽
派
遣
期
間

　

１
年
間
ま
た
は
２
年
間

　

※
ほ
と
ん
ど
の
要
請
が
２
年
間
。

▽
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
書
類
（
健
康
診
断
書
を
含
み

ま
す
。）を
郵
送
に
て
提
出
。
応
募
書
類
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

　

募
集
期
間
に
合
わ
せ
「
体
験
談
＆
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
＝
15
ペ
ー
ジ
参
照
。
こ
の
ほ

か
派
遣
期
間
が
１
カ
月
〜
10
カ
月
程
度
の
「
短

期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
支
部

　

薀
０
８
７
（
８
３
３
）
０
９
０
１

ふるさと探訪・JICAボランティア

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

平
成
22
年
度
春
募
集

募
集
期
間
／
4
月
1
日
（
木
）
〜
5
月
17
日
（
月
）
※
消
印
有
効
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「
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問
題
�
」
 

人
権
コ
ラ
ム
 
シリーズ 

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー
 

会館ジャーナル 
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車
内
放
置

児
童
虐
待

　

親
が
パ
チ
ン
コ
に
熱
中
し
て
幼
児
を
車

内
に
放
置
す
る
事
件
が
起
き
、
死
亡
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

「
こ
れ
は
児
童
虐
待
行
為
」
と
、
県
内

の
パ
チ
ン
コ
店
経
営
者
な
ど
で
つ
く
る
香

川
県
遊
技
業
協
同
組
合
で
は
児
童
の
人
権

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
駐
車
場
の
巡
回

を
徹
底
す
る
ほ
か
、
毎
年
７
月
に
新
聞
に

全
面
広
告
を
掲
載
し
た
り
、
店
内
放
送
や

ポ
ス
タ
ー
を
店
に
は
り
出
し
た
り
す
る
な

ど
周
知
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
同
組
合
で
は
受
動
喫
煙
か
ら

幼
児
の
健
康
を
守
る
た
め
、「
幼
児
の
同

伴
お
断
り
」
運
動
に
も
取
り
組
み
、「
児

童
の
最
善
の
利
益
を
優
先
す
る
」
と
い
う

国
連
の
子
ど
も
権
利
条
約
の
理
念
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
も
よ
く
似
た
こ
と
が

な
い
か
見
回
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

ご
め
ん
ね
だ
け
で
仲
直
り

　

ぼ
く
と
Ａ
く
ん
は
、
い
つ
も
け
ん
か
を

し
て
は
す
ぐ
に
仲
直
り
を
し
て
い
る
。「
ご

め
ん
ね
。」も
い
ら
な
い
友
だ
ち
だ
。で
も
、

今
も
心
に
残
る
け
ん
か
が
あ
る
。

　

夏
休
み
の
プ
ー
ル
で
の
こ
と
だ
。
そ

の
日
は
女
子
と
い
っ
し
ょ
に
水
中
鬼
ご
っ

こ
で
遊
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
Ａ
く
ん
も
い
っ

し
ょ
だ
。
女
子
た
ち
が
追
い
か
け
る
役
、

ぼ
く
と
Ａ
く
ん
が
に
げ
る
役
だ
っ
た
。
で

も
、
途
中
か
ら
Ａ
く
ん
も
ぼ
く
を
追
い
か

け
始
め
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く
は
み
ん
な

に
プ
ー
ル
の
す
み
に
追
い
こ
ま
れ
水
を
か

け
ら
れ
た
。
そ
の
時
ぼ
く
は
少
し
は
ら
が

立
っ
た
け
ど
お
こ
り
は
し
な
か
っ
た
。
し

か
し
Ａ
く
ん
は
、
さ
ら
に
プ
ー
ル
サ
イ

ド
か
ら
ぼ
く
に
ち
ょ
っ
か
い
を
か
け
て
き

た
。
さ
す
が
に
ぼ
く
も
お
こ
っ
た
。
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
上
が
り
、
に
げ
る
Ａ
く
ん
を

追
い
か
け
た
。
そ
し
て
Ａ
く
ん
を
追
い
つ

め
た
。
Ａ
く
ん
は
「
や
め
て
。」
と
言
っ

た
が
、
ぼ
く
の
い
か
り
は
お
さ
ま
ら
な

か
っ
た
。
わ
れ
を
忘
れ
て
Ａ
く
ん
に
つ
か

み
か
か
り
体
を
は
げ
し
く
ゆ
さ
ぶ
っ
た
。

そ
の
た
め
Ａ
く
ん
は
泣
い
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
も
お
こ
っ
て
い
た
ぼ
く
は
う
ざ
い

と
思
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
た
ぼ
く
は
、な
や
ん
で
い
た
。

そ
し
て
ふ
る
え
て
い
た
。
思
い
切
っ
て
祖

母
に
相
談
す
る
と
、「
ち
ゃ
ん
と
あ
や
ま

ら
ん
と
い
か
ん
で
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
た
。
だ
け
ど
自
分
が
し
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
あ
や
ま
っ
た
だ
け
で
ゆ
る
し
て

く
れ
る
か
な
、
と
思
い
不
安
で
た
ま
ら
な

か
っ
た
。

　

翌
日
、
い
つ
も
ど
お
り
プ
ー
ル
に
行

く
と
Ａ
く
ん
も
来
て
い
た
。
少
し
気
ま
ず

か
っ
た
。
す
る
と
Ａ
く
ん
が
先
に
「
き
の

う
は
ご
め
ん
。
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
た
。」
と

言
っ
て
く
れ
た
。
ぼ
く
も
あ
わ
て
て
あ
や

ま
っ
た
。「
と
お
る
も
ご
め
ん
」。あ
や
ま
っ

た
け
ど
、ま
だ
少
し
気
ま
ず
い
。
し
か
し
、

そ
の
気
ま
ず
さ
も
プ
ー
ル
で
い
っ
し
ょ
に

遊
ん
で
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ

て
い
た
。
す
っ
き
り
し
て
気
が
晴
れ
た
。

　

今
、ふ
り
返
っ
て
み
て
も「
ご
め
ん
ね
。」

と
い
う
一
言
が
重
か
っ
た
あ
の
け
ん
か
。

で
も
、ど
ん
な
に
大
き
な
け
ん
か
を
し
て
、

心
と
心
に
厚
い
か
べ
が
立
ち
は
だ
か
っ
た

よ
う
な
と
き
で
も
、「
ご
め
ん
ね
。」
と
い

う
一
言
は
仲
直
り
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き

る
言
葉
だ
。
ま
ち
が
い
な
い
。

長
尾
会
館　

4
月
1
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

昨
年
8
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
増
築
改
修
工
事
が
終
了
し
、
新
し
く
な
っ
た
長
尾
会
館

を
4
月
1
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
5
月
以

降
に
再
開
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
誌
や
『
長
尾
会
館
だ
よ
り
』
な
ど
で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
長
尾
会
館
薀
（
７
９
）
２
０
２
１

人権コラム・会館ジャーナル・人権作文コーナー

長炭小学校
5年

平田　龍
とおる



おめでた 

2月届け出分 
 

健やかな成長を・・・（敬称略） 

おくやみ ご冥福をお祈りします・・・（敬称略） 

2月届け出分 
 

氏　名     死亡月日    年齢    地区 

氏　名   誕生月日 保護者名   地区 

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。 
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情報ひろば

間／実施時期の約3カ月前※巡拝先
により実施時期と滞在期間が異な

ります。

【問い合わせ先】
香川県健康福祉部長寿社会対策課

　薀087（832）3264

◆国家公務員Ⅰ種
◆受付期間／ 4月1日（木）～8日
（木）※インターネットでの申し込

みの場合は、4月1日（木）～3日（土）

◆受験資格／昭和52年4月2日～平
成元年4月1日生まれの者など◆第
1次試験／ 5月2日（日）

◆海上保安学校学生（特別）
◆受付期間／ 4月1日（木）～8日
（木）◆受験資格／昭和61年4月2日
以降生まれで、高等学校を卒業し

た者および平成22年9月までに高等

学校を卒業する見込みの者など◆

第1次試験／ 5月16日（日）

◆国税専門官
◆労働基準監督官
◆法務教官
◆受付期間／ 4月1日（木）～14日
（水）◆受験資格／昭和56年4月2日
～平成元年4月1日生まれの者など

◆第1次試験／ 6月13日（日）

◆国家公務員Ⅱ種
◆受付期間／ 4月12日（月）～21日
（水）※インターネットでの申し込

みの場合は、4月10日（土）～14日

（水）◆受験資格／昭和56年4月2日
～平成元年4月1日生まれの者など

◆第1次試験／ 6月20日（日）
【問い合わせ先】
人事院四国事務局

　薀087（831）4765
◆警察官（大卒程度）
◆受付期間／ 4月19日（月）まで◆
受験資格／昭和55年4月2日～平成
元年4月1日に生まれた者。満21歳

以下でも、満18歳以上で大学（短期

大学を除きます。）などを卒業した

者または平成21年3月31日までに

卒業する見込みの者は受験可。◆

第1次試験／ 5月8日（土）、9日（日）
【問い合わせ先】
琴平警察署　薀0877（75）0110

◆外務省専門職員
◆受付期間／ 4月5日（月）～21日
（水）◆受験資格／昭和56年4月2日
～平成2年4月1日生まれの者など◆

第1次試験／ 6月19日（土）、20日

（日）

【問い合わせ先】
外務省人事課採用班

　薀03（3580）3311　内線2131

◆自衛隊一般・技術幹部候補生
◆受付期間／ 4月1日（木）～5月11
日（火）◆受験資格／平成23年4月1
日現在20歳以上26歳未満の者で大

学卒業程度の学力を有する者（22歳

未満は大卒見込み者を含みます。）、

大学院修士課程修了者（見込みを含

みます。）は28歳未満◆第1次試験
／ 5月15日（土）、飛行要員のみ16

日（日） 

【問い合わせ先】
自衛隊善通寺地域事務所

　薀0877（63）2363

◆シルバー会員
　「生涯現役」を目指し、健康のた

めに身体を動かしてみませんか。

◆対象者／ 60歳以上の方◆仕事内
容／除草、農作業、清掃、厨房作
業など◆その他／趣味の同好会や
各種講習会（無料）あり。

（入会説明会）
◆日時／毎月23日（月によっては変
更あり）午後1時30分～◆会場／社
団法人仲善広域シルバー人材セン

ター善通寺地区センター（善通寺

市ワークプラザ内、善通寺市生野

町783－1）

【問い合わせ先】
社団法人仲善広域シルバー人材セ

ンターまんのう地区センター

　薀0877（79）3911

  1.22 弘和 七箇

  1.27 大介 羽間

  1.27 智幸 公文

  1.28 俊平 四條

  1.30 修治 造田

  2. 1 健郎 長尾

  2. 8 早度 西高篠

  2. 8 敏之 吉野

  2.12 修 東高篠

  2.24 公人 西高篠

  2.25 哲也 吉野

  2. 1 51 炭所東

  2. 3 67 真野

  2. 4 72 吉野

  2. 5 86 吉野下

  2. 5 81 宮田

  2. 8 82 四條

  2. 8 78 造田

  2. 9 94 佐文

  2. 9 90 七箇

  2.10 92 炭所東

  2.10 92 真野

  2.12 78 吉野

  2.12 92 吉野下

  2.14 78 塩入

  2.15 83 岸上

  2.16 58 中通

  2.18 54 長尾

  2.20 97 川東

  2.21 82 七箇

  2.21 93 吉野下

  2.21 98 真野

  2.22 78 東高篠

  2.22 72 公文

  2.23 91 生間

  2.24 82 佐文

  2.25 89 炭所東

  2.27 90 炭所東

募　　　集

堀
ほり

　小
さ

夜
よ

子
こ

竹
たけ

本
もと

秋
あき

則
のり

河
こう

野
の

治
はる

幸
ゆき

杉
すぎ

上
うえ

常
つね

雄
お

宮
みや

本
もと

　 實
みのる

河
こう

野
の

ミツヱ

三
み

好
よし

知
とも

幸
ゆき

中
なか つとむ

山
やま

下
した も

次
じ

郎
ろう

いま

田
だ

喜
き

傳
でん

太
だ

清
せい

田
だ

正
まさ

義
よし

氏
うじ

田
た

茂
しげ

子
こ

杉
すぎ

上
うえ

ヨシヱ

山
やま

内
うち

カズヱ

今
いま

田
だ

文
ふみ

男
お

渡
わた

邊
なべ

眞
まさ

人
と

増
ます

田
だ

文
ふみ

夫
お

黒
くろ

川
かわ

正
まさ

行
ゆき

青
あお

塚
づか

春
はる

一
いち

宇
う

野
の

シ ス

宮
みや

闢
ざき

マサヱ

久
く

留
る

嶋
しま

　孝
たかし

細
ほそ

谷
たに

勝
かつ

代
よ

奈
な

良
ら

シズノ

四
しの

宮
みや

ハルミ

川
かわ

原
はら

瑞
みず

永
え

仁
に

木
き

マスヱ

大
おお

東
ひがし

礼
あや

芽
め

大
おお

西
にし

翔
しょう

也
や

渡
わた

辺
なべ

優
う

恭
きょう

三
み

谷
たに

理
り

緒
お

建
たて

石
いし

　 旬
しゅん

鈴
すず

木
き

創
そう

士
し

泰
たい

田
だ

遥
はる

香
か

三
みや

宅
け

柚
ゆず

葉
は

植
うえ

村
むら

天
たか

耶
や

古
ふる

川
かわ

千
ち

寿
ず

菜
な

尾
お

闢
ざき

　 涼
りょう
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情報ひろば

　墓地の新設や既存墓地の移設、

区域の拡張・縮小・廃止の場合は、

「墓地、埋葬等に関する法律」に基

づく許可を受ける必要があります。

個人で墓地を設置する場合でも許

可が必要です。

　許可を受けないまま墓地の新設

や区域変更などを行うと、お骨を

埋葬できないばかりか、罰則が科

せられる場合があります。

【問い合わせ先】
まんのう町住民生活課

　薀0877（73）0101

◆ ＪＩＣＡボランティア「体
験談＆説明会」

◆日時／ 4月4日（日）午後2時～午
後4時、4月27日（火）午後6時30分

～午後8時30分◆会場／アイパル香
川（高松市番町一丁目11－63）◆内
容／ JICA ボランティア（青年海外
協力隊、シニア海外ボランティア）

応募資料の配布、活動紹介映画の

上映、概要説明、実際に参加した

OB・OGの体験談、個別応募相談

など＝関連記事12ページ

【問い合わせ先】
JICA四国支部薀087（833）0901

◆関節リウマチ講演会（無料）
◆日時／4月15日（木）午後2時40分
～午後4時40分◆会場／丸亀市保健
福祉センター（ひまわりセンター）

4階研修会議室1・2◆講師／倉田典
之先生（宇多津クリニック）◆演題
／リウマチの治療◆その他／講演
終了後、療養相談あり。

【問い合わせ先】
ＲＡほのぼの会　牛田

　薀0877（62）9398※ＦＡＸ兼用
◆ 第14旅団創隊4周年・善通
寺駐屯地開設60周年（無料）

◆日時／ 4月25日（日）午前9時～午
後3時※台風など荒天時は中止◆会
場／陸上自衛隊善通寺駐屯地（善通
寺市南町2－1－1）◆内容／観閲式、
訓練展示（オートバイドリル、音楽

演奏、空挺降下、模擬戦闘訓練）、

装備品展示、戦車など搭乗◆その
他／当日は車両の混雑が予想され
ますので、公共交通機関をご利用

ください。ＪＲ善通寺駅からシャ

トルバス（約20分間隔）が運行され

ます。詳細内容は、インターネッ

トにて「第14旅団」で検索可能。

【問い合わせ先】
陸上自衛隊第14旅団司令部総務課

広報班

　薀0877（62）2311　内線253
◆ 第1回園芸講習会「多肉植
物の寄せ植え」

◆日時／4月25日（日）狢午前9時30
分～正午、狠午後1時30分～午後4
時◆会場／坂出緩衝緑地管理事務
所（番の洲公園内、番の洲プール西

隣）◆定員／狢、狠それぞれ15人◆
参加費／ 1500円（材料費）◆講師／
水野勤さん（ＮＰＯかみは）◆内容
／多肉植物を用いての寄せ植え作

製（作品は各自持ち帰り）、ガーデ

ニング、緑化相談◆申し込み方法
／郵送、ファクシミリまたは電子

メール。住所・氏名・年齢・性別・

電話番号・狢狠いずれかの希望・
質問事項を明記のこと。※電話は

不可。◆申込締め切り日／ 4月15
日（木）

【申し込み先／問い合わせ先】
坂出緩衝緑地管理事務所

　薀0877（45）6820
　FAX0877（43）5213

　電子メール kansyouryokuti@rh

ythm.ocn.ne.jp

〒762－0063坂出市番の洲公園5番

地

◆本島ウォーク＆クルーズ
◆日時／ 4月29日（木・祝）狢午前
9時～午後12時10分、狠午前10時
～午後1時50分、狡午前10時30分
～午後2時30分、狹午後12時30分
～午後3時30分※雨天決行◆集合場
所／瀬戸大橋フィッシャーマンズ・
ワーフ正面玄関前（瀬戸中央自動車

道・与島ＰＡ・Ｐ与島オアシス前）

◆内容／本島の散策と与島・本島
間の往復クルーズ。本島では、国

指定史跡の塩飽勤番所や、国の重

要伝統的建造物群保存地区に指定

されている笠島集落の見学を行い

ます。ウォーキングコースは本島

約2.9㎞。◆参加費／（大人）一人
800円、（中学生以下）一人400円※

昼食は各自用意。与島ＰＡまでの

往復交通費は別途必要。◆募集人
員／240人（60人×4回）※小学生以
下の参加者は、保護者の同伴が必

要。車いすでの参加は介助者が必

要。介助者も参加費が必要。◆応
募方法／往復はがきで、参加希望
コース名、参加者全員（1組5人まで）

の住所・氏名・年齢・電話番号お

よび代表者を明記の上、下記のあ

て先にお申し込みください。※1組

につき1通のみの応募に限定◆応募
締め切り日／ 4月9日（金）※必着
【応募先／問い合わせ先】
〒760－8570（住所の記載は不要）

香川県政策部交通政策課「本島ウォー

ク＆クルーズ」係

　薀087（832）3134

◆ 第27回まんのうウォーク
ラリー大会（無料）
～いちにのさんぽ　財田川～

　晩春の風を感じながら、財田川の

ほとりをのんびりと歩きませんか。

◆日時／ 5月16日（日）午前9時受
付開始、午後1時閉会予定※小雨決

行◆集合場所／旧仲南西小学校◆
コース／約4㎞◆申し込み方法／申
込書（教育委員会、琴南公民館、仲

南公民館にあり。）の郵送、電話、

ファクシミリのいずれか◆申込締
め切り日／ 5月7日（金）※琴南公民
館や仲南公民館でも申し込み可。

◆その他／大会中の事故について
は、主催者側で応急手当をすると

ともに、１日保険に加入しますが、

それ以上の責任は負いませんので

ご了承ください。

【申し込み先／問い合わせ先】
まんのう町教育委員会事務局

　薀0877（73）0108
　FAX0877（73）0113

まんのう町レクリエーション協会

小山雅史

　薀0877（79）3319※ FAX兼用

◆戦没者慰霊巡拝
◆とき／ 8月～平成23年3月◆場所
／【旧ソ連地域】イルクーツク州、

ザバイカル地方、アムール州、ハ

バロフスク地方、【南方地域など】

インドネシア、東部ニューギニア、

ミャンマー、マリアナ諸島、トラッ

ク諸島、フィリピン、ギルバード

諸島、硫黄島、中国東北地区◆対
象者／戦没者の配偶者、父母、子、
兄弟姉妹※原則80歳以下◆申込期

墓地の新設や区域変更には許
可が必要です

催　し　物
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まちのニュース

青少年育成新春講演会 韓国文化講座

イノシシ被害自衛策 長炭地区自衛消防連合会出初め式

●
遊
び
を
通
し
て
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に

●
会
場
は
定
員
い
っ
ぱ
い
で
今
年
も
好
評

●
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
被
害
防
止
効
果
は
上
々

●
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
使
命
を
再
確
認

　
「
元
気
に
育
て
子
ど
も
た
ち
」
と
題
し

た
青
少
年
育
成
新
春
講
演
会
（
町
青
少
年

育
成
会
議
主
催
）
が
1
月
23
日
、「
か
が

わ
あ
そ
び
の
学
校
」
の
代
表
で
あ
る
竹
森

康
彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
町
民
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
の

中
で
人
と
の
交
流
を
通
し
た
く
ま
し
く
成

長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し

て
き
た
竹
森
さ
ん
は
、
現
代
の
手
先
が
不

器
用
な
子
ど
も
の
例
な
ど
を
挙
げ
、
親
た

ち
が
子
ど
も
に
体
験
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
聴
衆
に
訴
え
掛
け
ま
し
た
。

　

竹
森
さ
ん
は
、「
自
分
の
責
任
で
自
由

に
遊
び
、
い
ち
い
ち
指
示
待
ち
し
な
い
人

間
」
を
育
成
し
よ
う
と
、
佐
文
地
区
の

竹
林
に
冒
険
遊
び
場
「
か
ぐ
や
姫
プ
レ
イ

パ
ー
ク
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

長
炭
の
平
野
地
区
に
住
む
人
た
ち
は
イ

ノ
シ
シ
被
害
を
防
止
し
よ
う
と
、
地
域
一

丸
と
な
り
捕
獲
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
地
区
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
収
穫

前
の
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
食
べ
た
り
、
土

で
で
き
た
け
い
畔
を
崩
し
た
り
す
る
な

ど
、
住
民
ら
は
そ
の
被
害
に
頭
を
悩
ま
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
元
住
民
4
人
が
狩
猟
免
許

を
取
得
し
た
り
、
町
や
県
猟
友
会
仲
多
度

支
部
、
仲
多
度
農
業
共
済
組
合
、
県
中
讃

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
「
ま
ん
の
う
町
有
害
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
」
か
ら
貸
与
さ
れ
た
箱
わ
な

を
設
置
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

す
で
に
何
頭
か
捕
獲
さ
れ
、
被
害
防
止

効
果
は
上
々
の
よ
う
で
す
。

　

長
炭
地
区
自
衛
消
防
連
合
会
出
初
め
式

が
1
月
17
日
、
長
炭
橋
河
川
敷
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

長
炭
地
区
自
衛
消
防
連
合
会
（
堀
瀬
功

団
長
）
は
種
子
、
江
畑
、
塩
田
・
平
野
、

大
向
、
長
尾
南
部
、
長
尾
上
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
、
長
尾
北
組
の
7
つ
の
自
衛
消
防
団

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
会
長
あ
い
さ
つ
な
ど
の
後
、

仲
多
度
南
部
消
防
署
員
か
ら
、
消
火
器
の

正
し
い
使
い
方
と
し
て
「
火
元
か
ら
3
〜

5
ｍ
ぐ
ら
い
ま
で
近
づ
き
、
ほ
う
き
で
掃

く
よ
う
に
ノ
ズ
ル
を
動
か
し
な
が
ら
、
炎

で
は
な
く
燃
え
て
い
る
物
に
放
射
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
各

団
の
代
表
者
に
よ
る
実
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
は
、
各
団
に
よ
る
土
器
川
へ
の

一
斉
放
水
演
技
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

町
民
の
外
国
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
韓
国
文
化
講
座
（
町
国
際

交
流
協
会
主
催
）
が
1
月
9
日
、
町
内
在

住
の
兪
善
愛
（
ユ
・
ソ
ン
エ
）
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
か
り
ん
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
、
毎
年
大
好
評
の
キ

ム
チ
作
り
講
習
と
、
ハ
ン
グ
ル
の
発
音

や
韓
国
の
現
代
事
情
な
ど
の
講
習
の
2
本

立
て
。
キ
ム
チ
作
り
で
は
、
キ
ム
チ
の
も

と
の
作
り
方
や
、「
塩
は
粗
塩
。
韓
国
の

唐
辛
子
を
使
っ
た
方
が
お
い
し
く
で
き
ま

す
」
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
つ
を
兪
さ
ん

が
説
明
す
る
と
、
受
講
生
は
真
剣
な
面
持

ち
で
メ
モ
を
取
る
と
と
も
に
積
極
的
に
質

問
を
し
て
い
ま
し
た
。
調
理
例
と
し
て
、

う
ど
ん
入
り
の
キ
ム
チ
鍋
を
作
り
、
受
講

生
ら
は
お
い
し
そ
う
に
試
食
し
、
頭
と
舌

で
韓
国
文
化
を
堪
能
し
ま
し
た
。

共に考え、共に学び、共に生きていくことの重要性を説く竹森さん 白菜を使ったキムチ作りを受講生に説明する兪さん＝写真左

箱わなにかかったイノシシの様子をうかがう地元住民ら（1月 4日） 出初め式の最後を飾った各自衛消防団による一斉放水演技



の行事予定 4月 
E v e n t  S c h e d u l e  i n  A p r i l

日 行　事　名 時　間 場　所 

日 科 医療機関名 電話番号 

区　分 1月からの累計 2月中 

テレフォンサービス　�（73）4400（日・祝日のみ） 

休 日 当 番 医  

平成22年 町内の110番・119番 

スポーツの結果（敬称略） 
日 結　　果 大会名 場　所 
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1貅
日

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

2貊
日
人権相談 10:00～15:00 役場本庁

5豺
日

栄養相談（要予約／健康
増進課薀73‐0126） 役場本庁

胃がん検診 8:30～11:00 中通児童館

6貂
日
胃・乳がん検診 8:30～11:00 琴南農改センター

7貉
日

行政相談 10:00～15:00 役場本庁

ポリオ 13:00～14:00 満濃農改センター

8貅
日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

役場本庁

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

子宮がん検診 13:00～15:00 琴南農改センター

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

9貊
日
胃・乳がん検診 8:30～11:00 琴南総合センター

12豺日 胃・乳がん検診 8:30～11:00 仲南農改センター

13貂日 子宮がん検診 13:00～15:00 琴南総合センター

14貉日
心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

1歳6カ月児健診 13:00～14:00 満濃農改センター

15貅日
身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

子宮がん検診 13:00～15:00 仲南農改センター

16貊日

胃・乳がん検診 8:30～11:00 仲南農改センター

行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

行政相談 13:00～16:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

20貂日
栄養教室（胃腸病の予防
と改善／要予約／健康
増進課薀73‐0126）

9:30～12:30 満濃農改センター

21貉日 乳幼児健診 13:00～14:00 満濃農改センター

22貅日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73‐0126）

ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 吉野体育館

法律相談
（要予約／まんのう町社
協薀77‐2991）

13:00～16:00 満濃農改センター

23貊日 子宮がん検診 13:00～15:00 仲南農改センター

28貉日 ポリオ 13:00～13:30 満濃農改センター

30貊日 乳幼児健診 13:30～14:30 仲南農改センター

4日 内科 永生病院 73－3300

11日
内科 大山内科医院 79－3311

外科 川口医院 79－0711

18日 内科 ふかだクリニック 73－2211

25日
内科 いわさき循環器科内科クリニック 75－2700

外科 たかお整形外科医院 75－1127

29日
内科 池田内科医院 73－2366

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112
※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

交通事故

物損（件） 32（ 26） 71（ 58）

人身（件） 12（ 10） 28（ 24）

死亡（件） 0（ 1） 0（ 1）

救急出動
火災（件） 0（ 0） 1（ 1）

救急（件） 72（ 60） 163（143）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

2
月
27
日（
土
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

吉野公民館
グラウンド
参加:61人

優　勝：明神幸宏（公文）

準優勝：末久　忠（吉野）

第３位：栗田正信（四條）

行事予定・休日当番医・町内の110番119番・スポーツの結果
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琴南小学校  3年  滝口 愛梨 「魚たちのパーティー」 

琴南小学校　2年  宮地 　凌 「さるかに」 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

※所属名と学年は、応募時のもの 

「
ご
ち
そ
う
さ
ま 

　
ぜ
ん
ぶ
た
べ
た
よ 

　
　
お
い
し
い
ね
」 

高
篠
幼
稚
園
　

美
濃
　
一
希 

高
篠
小
学
校
２
年
　

藤
本
　
昂
大 

「
あ
さ
　
ひ
る
　
ば
ん 

　
み
ん
な
で
た
べ
る 

　
　
げ
ん
気
な
か
ぞ
く
」 

       

　
「
満
中
Ｃ

ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
〜

自
己
主
張
が

で
き
る
満
中

生
〜
」
の
生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、昨
年
度
、満
濃
中

学
校
で
は
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
き

ま
し
た
。 

　
ま
ず
、家
庭
学
習
の
定
着
・
学
力
向
上
に
力

を
入
れ
る
た
め
に「
Ｍ
Ａ
Ｎ
―
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」と

い
う
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
作
り
ま
し
た
。必
ず

一
日
一
ペ
ー
ジ
以
上
は
行
う
こ
と
を
目
標
と
し

て
、全
校
生
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。一
冊
ご

と
に
、表
紙
に
描
か
れ
た
先
生
方
の
似
顔
絵

が
変
わ
っ
て
い
く
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

　
ま
た
、従
来
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
・
観
賞
教

室
を
、昨
年
度
、新
た
に「
奏
風
祭
」と
名
付
け

ま
し
た
。そ
の
奏
風
祭
や
秋
季
大
運
動
会
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
、実
行
委
員
を
中
心
と

し
て
企
画
・
運
営
を
行
い
、生
徒
た
ち
の
手
で

行
事
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
今
年
度
。こ
れ
か
ら
の
満
濃
中
学

校
が
今
よ
り
も
一
層「
善
い
中
学
校
」と
し
て

向
上
す
る
た
め
の
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に
は
、一
人
一
人
が
活

動
で
き
る
場
を
設
け
、行
事
を
更
に
活
性
化

す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。 

　
私
は
二
年
間
の
学
校
生
活
の
中
で
、一
人
一

人
、特
技
や
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。全
校
生
の

良
さ
を
生
か
す
た
め
に
、個
々
の
得
意
な
と
こ

ろ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
様
々
な
場
面
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、学
校
全
体
を
動
か

す
力
に
な
り
ま
す
。ま
た
、仲
間
同
士
の
か
か

わ
り
を
通
じ
て
行
事
に
対
す
る
意
識
が
高
ま

る
こ
と
で
無
関
心
さ
が
減
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
を
し
て
い
く
こ
と

で
、一
人
一
人
が
輝
く
活
発
な
学
校
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
」と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。そ
の
言
葉
の
と
お
り
、何
か
を
変

え
よ
う
と
す
る
と
、す
ぐ
に
は
結
果
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
変
わ
る
こ
と
は

決
し
て
な
い
の
で
す
。満
中
生
一
人
一
人
の
ほ

ん
の
少
し
の
変
化
が
大
き
な
力
に
な
り
、満

濃
中
学
校
を
よ
り「
善
い
」学
校
へ
導
く
と
私

は
信
じ
て
い
ま
す
。 

学校  
美術館  

食育標語  

満
濃
中
学
校  

3
年
　
山
地  

佳
菜 

今月の 
リポーター こ

れ
か
ら
の
満
濃
中
学
校 




